
朝方まで降っていた雨がうそのように

晴れ、植物の合間から太陽の光が差し込

みました。ここは屋久島。鹿児島から南

方へ１３５ｋｍ離れた、深い緑に囲まれ

た神秘的な島です。

島のシンボルともいえる「縄文杉」は、

樹齢が推定３０００年以上といわれます。

その名前の由来は、縄文時代からあると

いう説と、幹の造形が縄文土器に似てい

るからという説などがあります。島のほ

ぼ中央にある縄文杉を見に行くには、往

復１０時間かかる上に途中からは険しい

山道になるので、相応の準備と体力が必

要です。それでも皆が目指すのは、縄文

杉に計り知れないパワーがあるから。保

護のため直接手で触れる事はできず、少

し離れた場所から見るだけなのですが、

そのゴツゴツとしたフォルム、様々な時

代を見てきた精霊が宿る木は、見ている

だけで力が沸いてきます。

縄文杉より近い所にある白谷雲水峡は

屋久島北部を流れる宮之浦川の支流、白

谷川の渓谷です。そこは深い緑が折り重

なる「苔むす森」。宮崎駿監督の映画

「もののけ姫」のモデルにもなりました。

倒木も、屋久杉も、渓谷の大小様々な岩

も、すべてビロードのような深い緑の苔

に覆われた静かな森。鳥の声と流れる水

のハーモニーが、みずみずしい空気の中

に広がります。絵画を切り取ったような

幻想的な光景は、息を呑む美しさです。

雲水峡登山口から往復３時間で行けるの

で、おすすめです。

太古の昔から森の中で息づく木々達の

強い生命力を感じずにはいられません。

生命の源のパワーが皆さんにも届きます

ように・・・。
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